
　

本
年
も
昨
年
同
様
感
染
症
対
策
を
万
全

に
、総
代
の
皆
様
に
は
書
面
議
決
で
の
参
加
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、会

場
で
は
議
長
に
選
任
さ
れ

た
三
浦
武
様（
麻
績
村
）の

進
行
に
よ
り
、第
１
号
か
ら

第
12
号
の
議
案
に
つ
い
て

35
名
の
総
代
の
皆
様
に
ご

審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
に
平
和
の
祭
典
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
北
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。終
了
の
矢
先
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、終
息

が
見
通
せ
ま
せ
ん
。私
た
ち
は
一
日
も
早
く
平

和
な
状
況
に
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

森
林
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

令
和
３
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
森
林
・

林
業
政
策
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
中
、
森

林
組
合
が
地
域
の
林
業
経
営
の
重
要
な
担
い

手
と
し
て
、
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
「
松
本
広
域
森
林
組
合
定

款
」の
改
正
が
総
代
会
第
８
号
議
案
で
諮
ら
れ
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
法
改
正
及
び
定
款
改
正
の
概
要

に
つ
い
て
は
中
面
記
事
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

先
の
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
宮
澤
宗
弘
理
事

の
退
任
に
よ
る
役
員
補

欠
選
任
議
案
が
総
代
会

第
11
号
議
案
で
可
決
さ

れ
、
太
田
寛
氏
が
後
任

の
理
事
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
よ
り
３
年
間
お
勤
め
い
た
だ

い
た
現
総
代
の
方
々
の
任
期
が
本
年
８
月
31

日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

　

改
選
に
あ
た
っ
て
は
、
現
総
代
の
方
に
は

ご
通
知
の
通
り
、
各
地
区
に
お
い
て
説
明
会

を
７
月
に
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

総
代
改
選
に
伴
う
詳
し
い
日
程
及
び
総
代

数
等
は
別
紙
『
松
本
広
域
森
林
組
合
総
代
選

挙
に
つ
い
て
（
通
知
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

達
成
に
向
け
て
５
年
毎
に
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
組
織
・
事
業
再
編
も
含

め
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
紙
面

の
都
合
上
、
当
組
合
の
取
り
組
み
内

容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

①
県
・
市
村
と
連
携
し
た
地
域
森
林

　

管
理
体
制
の
確
立
：
新
し
い
経
営

　

管
理
制
度
に
対
応
し
た
地
域
に
応

　

じ
た
森
林
管
理
方
針
策
定
へ
の
助
言
、
森

　

林
環
境
譲
与
税
有
効
活
用
の
た
め
の
事
業

　

化
へ
の
提
言
等

②
循
環
型
林
業
の
確
立
と
系
統
の
木
材
販
売

　

力
の
強
化
：
環
境
対
策
や
国
土
保
全
等
を

　

考
慮
し
た
森
林
整
備
の
継
続
、
林
業
機
械

　

の
適
正
な
更
新
、
県
内
の
需
要
に
応
じ
た

　

効
率
的
な
原
木
販
売
推
進
等

③
高
度
人
財
の
確
保
・
育
成
：
職
員
の
採
用

　

と
育
成
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
合
わ
せ
た
資

　

格
取
得
の
推
進
。
労
働
災
害
の
撲
滅

④
組
合
員
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
体
制
の
確　

　

立
：ICT

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し

　

た
組
合
員
所
有
界
情
報
の
管
理
、
コ
ン
プ

　

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
継
続
的
な
整
備
等

異
動※

（
前
職
名
）    

令
和
４
年
４
月
１
日
付

　

松
本
支
所
技
師　
　

淺
川　

真
人

  （
筑
南
支
所
技
師
）

新
規
採
用　
　
　

  

令
和
４
年
４
月
１
日
付

　

事
業
課
技
師
補　
　

小
松　

里
紗

　

事
業
課
技
師
補　
　

梅
本　

倫
仁

　

事
業
課
技
師
補　
　

倉
澤　

一
熙

退
職                    

令
和
４
年
３
月
31
日
付

　

上
田　

一
裕
（
あ
づ
み
支
所
技
師
）

　

小
笠
原
順
次
（
松
本
支
所
技
師
）

　

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持

続
可
能
な
開
発
目
標
。
地
球
環
境
や
社
会

・
経
済
の
持
続
性
へ
の
危
機
意
識
を
背
景

と
し
て
、『
持
続
可
能
な
世
界
』
を
実
現
す

る
た
め
未
来
の
課
題
を
ま
と
め
た
の
が

SDGs

で
す
。
長
野
県
で
はSDGs

の
達
成

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
企
業
等
を
登

録
、
公
表
し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
は
、今
年
１
月
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

SDGs

達
成
に
向
け
た
経
営
方
針
に
「
地
域

の
文
化
、
慣
習
を
尊
重
し
つ
つ
、
未
来
に
続

く
緑
豊
か
な
森
林
を
育
て
、
守
り
、
木
材
の

有
効
活
用
に
よ
る
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

と
、
森
林
教
育
に
よ
る
人
の
育
成
に
よ
り
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
掲
げ
、①
森
林
整
備

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
増
加
、②
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
材

　
　
　
　
　
　
　

の
供
給
、③
持
続
可
能
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
拡
大
の
た
め
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

材
確
保
の
３
点
を
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　

点
的
に
取
り
組
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　

い
き
ま
す
。

　

森
林
組
合
系
統
で
は
、
５
年
に
一
度
程
度
、

系
統
全
体
の
運
動
方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

先
の
総
代
会
に
お
い
て
、
新
運
動
方
針
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
議
案
に
諮
ら
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
運
動
に
お
い
て
は
、「
地
域
森
林
の
適
切

な
利
用
・
保
全
と
林
業
経
営
の
更
な
る
発
展

に
向
け
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
令
和
12
年

の
夢
・
目
指
す
姿
を
策
定
し
た
上
で
、
そ
の

安
曇
野
市
長　

太
田　

寛　
　

様

麻
績
村
長　
　

塚
原　

勝
幸　

様

　
　
　
（
代
理
出
席　

振
興
課
主
任　

栁
原
俊
介　

様
）

筑
北
村
長　
　

太
田　

守
彦　

様

　
　
　
（
代
理
出
席　

産
業
課
主
任　

池
上
英
資　

様
）

　
　
　

　
　
　
　

第 28 号
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国
内
で
は
、年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
の
拡
大
が
止
ま
ら

ず
、気
の
抜
け
な
い
状
況
で
す
。変
異
株BA

.2

の
広
が
り
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
、現
在
の
生
活

は
当
分
の
間
続
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。林

業
や
木
材
流
通
に
つ
い
て
は
、ア
メ
リ
カ
で
の

住
宅
需
要
の
急
増
と
世
界
的
な
コ
ン
テ
ナ
不

足
に
端
を
発
す
る『
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
』が
、一
年

前
の
春
先
か
ら
日
本
経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
始
め
ま
し
た
。

　

ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
製
材
品
の
価
格
が

高
騰
し
、私
ど
も
が
取
り
扱
う
原
木
価
格
も

上
昇
し
ま
し
た
。合
板
価
格
の
高
騰
が
い
ま
だ

収
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、昨
今
の
円
安
や
原

油
価
格
の
高
騰
も
あ
り
、喜
ん
で
ば
か
り
い
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
組
合
に
お
い
て
は
、令
和
３
年
度
の
決
算

に
つ
い
て
、事
業
総
取
扱
高
が
11
億
３
，０
０

０
万
円
、事
業
利
益
が
、１
，０
４
９
万
円
、経

常
利
益
が
１
，２
３
３
万
円
と
な
り
、計
画
を

上
回
る
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、１
月
31
日
に
は
長
野
県SD

Gs

推
進
企

業
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。令
和
４
年
度
も
事
業

計
画
に
基
づ
き
、加
え
て
、持
続
可
能
な
社
会

実
現
も
目
指
し
て
、職
員
一
丸
で
事
業
運
営
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

事
業
運
営
に
ご
支
援
、ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
組
合

員
皆
様
を
は
じ
め
、関
係
機

関
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
９
号
議
案

第
10
号
議
案

第
11
号
議
案

第
12
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
、貸
借

対
照
表
、損
益
計
算
書
、剰
余
金
処

分
案
、注
記
表
お
よ
び
附
属
明
細
書

の
承
認
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
決
定
に

つ
い
て

役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

１
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金（
制
度

資
金
を
除
く
）の
最
高
限
度
額
の
決

定
に
つ
い
て

１
組
合
員
の
負
担
す
る
債
務
に
対

す
る
債
務
保
証
の
最
高
限
度
額
及

び
本
年
度
内
に
お
け
る
債
務
保
証

の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

本
年
度
内
借
入
金
の
最
高
限
度
額

決
定
に
つ
い
て

本
年
度
内
余
裕
金
の
預
け
入
先
決

定
に
つ
い
て

定
款
、附
属
書
役
員
選
任
規
程
、附

属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

規
約
、林
地
処
分
事
業
実
施
規
程
、

共
同
施
業
規
程
、森
林
経
営
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

森
林
組
合
系
統
運
動
方
針
〜

Jforest

松
本
広
域
森
林
組
合
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
３
０
〜
に
つ
い
て

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

役
員
退
任
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

総代総数

当日出席総代

書面議決

計

200人

35人

118人

153人

太
田　

寛

第
４
区

選
挙
区

安
曇
野
市

地
区

氏
名

←SDGs長野県公式サイト



　
　
　
　

令
和
４
年
度
に
お
き
ま
し

　
　
　

て
は
、
新
た
な
系
統
運
動
計

　
　
　

画
『Jforest

ビ
ジ
ョ
ン　

　
　
　

２
０
３
０
』
に
も
と
づ
い
て
、

　
　
　

計
画
達
成
に
向
け
て
組
合
員

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
労
働
環

　
　
　

境
の
改
善
、
経
営
の
安
定
化

　
　
　

な
ど
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

　
　
　

参
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

　
　
　

森
林
整
備
の
担
い
手
と
し
て
、

　
　
　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の

　
　
　

維
持
・
増
進
を
図
り
な
が
ら
、

　
　
　

成
熟
期
を
迎
え
た
人
工
林
に

　
　
　

お
け
る
木
材
生
産
量
の
拡
大
、

　
　
　

そ
れ
に
続
く
植
栽
等
の
新
た

　
　
　

な
森
林
形
成
に
努
め
、
責
任

　
　
　

の
あ
る
森
林
・
林
業
に
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
森
林
・
林
業
を
と
り
ま
く
社

会
情
勢
に
即
応
す
る
た
め
、
森
林
林

業
関
係
者
等
と
も
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
組
合
運
営
を
し
て
参
り
ま
す
。

資格区分
正組合員
准組合員
計

前期末
9,853
198

10,051

当期加入
5
-
5

当期脱退
29
-
29

当期末
9,829
198

10,027

組合員数 （単位：人）

区　分
理　事
監　事
参　事
一般職員
臨時職員
技能職員

前期末
20（１）
3
1
25
1
41

20
3
1
24
1
39

当期増加

-
-

1
4
1
3

当期減少

-
-

1
5
1
5

当期末
組織の構成 （単位：人）

資格区分
正組合員
准組合員
計

前期末 当期増加
350
-
350

当期減少
1,767
-

1,767

当期末
1,218,728

658
1,219,386

1,217,311
658

1,217,969

出資口数 （単位：口）

損益計画 （単位：千円）

事業総損益
　収　益
　費　用
　　事業総利益
事業管理費
　　事業利益
事業外損益
　　経常利益
特別損益
　　税引前当期利益
　　法人税・住民税
　　当期剰余金
　　前期繰越剰余金

551,012
406,634

144,378
136,200

8,178
1,120

9,298
500

9,798
1,200
8,598
6,497

　　当期未処分剰余金 15,095

部門別計画
部　門 備　考

合　計

森林整備部門

指導部門

販売部門

加工部門

　森林整備事業

　利用事業

　購買事業

収　益

440,330

551,012

650

92,032

18,000

219,500

172,830

48,000

費　用

333,350

406,634

3,350

53,934

16,000

159,500

132,950

40,900

損　益

106,980

144,378

△2,700

38,098

2,000

60,000

39,880

7,100

広報誌発行
イベント等
取扱量
27,000㎥

取扱量360㎥

間伐外534ha

松くい虫対策
支障木伐採等
苗木・種駒
ペレット等

（単位：千円）

部門別取り扱い比率
令和 3年度取扱高

1,130,474
( 千円 )

販売 24.8％
280,183

加工 1.4％
16,221

購買 6.5％
73,705

指導 0.1％
853

利用 11.9％
134,972

25.5％
森林整備（受託）

287,954

24.5％
森林整備（請負）

276,754

5.3％
病害虫防除

59,832

【負債の部】

貸借対照表
科　目 金　額 科　目 金　額

【資産の部】
流動資産 621,899 流動負債
固定資産 72,579

資産合計 694,478

固定負債
出資金
利益剰余金
資本準備金
負債合計

（単位：千円）

272,031
44,823
121,797
255,665
162

694,478

損益計算書 （単位：千円）

Ⅰ事業総損益
　1事業総収益
　2事業総費用
　3事業総利益
Ⅱ事業損益
　1人件費
　2旅費・交通費
　3事務費
　4業務費
　5諸税負担金
　6施設費
　7雑費
　　事業管理費計
　　事業利益
Ⅲ経常損益

Ⅳ特別損益
　1特別利益
　2特別損失
　　特別損益

　1事業外収益
　2事業外費用
　　事業外損益
　　経常利益

　　法人税、住民税及び事業税
　　当期剰余金
　　前期繰越剰余金
　　当期未処分剰余金

638,137

小　計
総合計算の部

合　計

493,476
144,661

104,292
824
4,905
2,867
2,096
18,007
1,180

1,914
71

6,598
6,598

134,171

1,843
12,334

12,334
617

11,717
6,680
18,397

0

10,490

　　税引前当期利益

科目

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

事業総利益
Ｈ29
Ｈ30

Ｒ２
Ｒ１

事業管理費 事業利益 経常利益
139,833 134,547 5,286 6,615
120,272 116,968 3,304 4,016

Ｒ３
156,610 138,189 18,421 20,060
144,661 134,171 10,490 12,334

168,356 144,936 23,420 7,900

直近５ヵ年の推移 （単位：千円）

※森林整備（受託）・・・補助事業を活用した森林整備
※森林整備（請負）・・・市村、関連団体等からの請負森林整備等
※病害虫防除・・・松くい虫被害木の処理
※販売・・・木材の生産販売 ※利用・・・支障木の伐採等
※購買・・・林業資材、ペレット燃料等の販売

上記森林組合法の改正に伴い、当組合の定款が下記の通り改正となりました。

森
林
組
合
法
改
正
の
概
要

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行

組
合
間
の
多
様
な
連
携
手
法
の
導
入

　

合
併
に
加
え
、
事
業
ご
と
の
連
携

強
化
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
譲
渡
、

吸
収
分
割
、
新
設
分
割
の
手
法
が
導

入
さ
れ
た
。

①
事
業
譲
渡

　

森
林
組
合
が
他
の
森
林
組
合
に
事

　

業
の
全
部
又
は
一
部
を
譲
渡

②
吸
収
分
割

　

森
林
組
合
が
そ
の
事
業
を
分
割
し

　

て
他
の
森
林
組
合
に
承
継

③
新
設
分
割

　

２
つ
以
上
の
森
林
組
合
が
そ
れ
ぞ

　

れ
の
事
業
を
分
割
し
て
新
た
に
設

　

立
す
る
森
林
組
合
に
承
継

正
組
合
員
資
格
の
拡
大

　

森
林
所
有
者
の
推
定
に
よ
り
正
組

合
員
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
、
要
件

を
「
同
一
世
帯
内
」
か
ら
「
推
定
相

続
人
」
に
見
直
す
と
と
も
に
、
人
数

制
限
の
廃
止

事
業
執
行
体
制
の
強
化

①
販
売
事
業
等
又
は
法
人
の
経
営
に

　

関
し
実
践
的
な
能
力
を
有
す
る
理

　

事
を
一
名
以
上
配
置
す
る
こ
と
。

②
理
事
の
年
齢
及
び
性
別
に
著
し
い

　

偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る

　

こ
と
。

③
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
森
林
の

　

有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

　

を
図
り
つ
つ
、
林
業
所
得
の
増
大

　

に
配
慮
す
る
こ
と
。

（単位：千円）

定
款
及
び
定
款
附
属
書
改
正
の
概
要

　
　
　
令
和
４
年
４
月
８
日
総
代
会
に
て
決
議

◇
森
林
組
合
法
の
一
部
改
正
（
事
業
譲

　

渡
、
吸
収
分
割
、
新
設
分
割
、
後
継

　

者
規
定
の
改
正
等
）
に
伴
う
も
の

★
公
告
の
手
続
き
に
吸
収
分
割
、
新
設

　

分
割
を
、
方
法
に
電
子
公
告
が
追
加

　

さ
れ
ま
し
た
。

★
組
合
員
資
格
の
後
継
者
規
定
が
推
定

　

相
続
人
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

★
資
本
準
備
金
の
積
立
に
分
割
差
益
が

　

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

★
総
会
の
決
議
事
項
に
事
業
の
譲
渡
が

　

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

★
組
合
員
と
の
専
用
契
約
が
廃
止
さ
れ

　

ま
し
た
。

◇
模
範
定
款
例
の
改
正
に
伴
う
も
の

★
脱
退
し
た
組
合
員
が
組
合
に
対
し
債

　

務
を
有
す
る
と
き
は
、
持
分
の
払
戻

　

し
額
と
相
殺
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

　

し
た
。

◇
会
社
法
整
備
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

　

も
の

★
正
組
合
員
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
面

　

等
の
閲
覧
等
の
請
求
が
可
能
に
な
り

　

ま
し
た
。

◇
従
た
る
事
務
所
を
定
め
た
こ
と
に
よ

　

る
も
の

★
組
合
各
事
務
所
の
所
在
地
を
定
款
に

　

定
め
ま
し
た
。

◇
定
款
・
規
約
・
規
定
の
中
の
字
句
の

　

修
正

★「
議
決
」↓「
決
議
」、「
た
る
」↓「
で　

　

あ
る
」
に
修
正
さ
れ
ま
し
た
。


